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学位論文内容の要約

学位論文題目
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診療ユニット光環境の測色再現性への影響
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近年、審美歯科領域において歯の色調は、修復治療および漂白治療の成否を左右する重要な要素と

なっている。歯の色調評価は、患者満足度や治療後の審美的評価に直結するため、客観性および再

現性の高い評価方法が求められている。従来、歯の色調評価は術者の視覚的判断に依存することが

多く、観察者間差や照明条件の違いによって評価結果が変動するという問題が指摘されてきた。近

年では、CIE L*a*b*表色系および CIEDE2000 色差式（ΔE₀₀）の導入により、歯の色調を数値として

客観的に評価することが可能となった。しかし、臨床現場では自然光と人工照明が混在する環境下

で撮影や測色が行われることが多く、診療ユニット周囲の光環境や撮影条件の違いが色調評価の再

現性に与える影響については、十分に検討されていないのが現状である。また、漂白治療後の色調

変化についても、漂白直後の即時的効果と生活習慣由来の着色因子が経時的に与える影響を区別し

て検討した報告は限られている。

本研究の目的は、レジン材料の種類による色差特性の違いを明らかにするとともに、診療ユニット

周囲の光環境および撮影条件が色調評価の再現性に及ぼす影響を検討し、さらに漂白治療直後およ

び術後 1か月における色調変化と生活習慣由来の着色因子との関連を明らかにすることである。

まず、顔料着色型材料であるエステライトΣクイックおよび顔料を含まない構造色型材料であるオ

ムニクロマペーストを含む複数のレジン材料を対象とし、デジタル一眼レフカメラと画像補正用カ

ラーマーカー（CasMatch™）を用いたデジタル画像解析により色調評価を行った。各レジン材料を同

一撮影条件下で複数回撮影し、得られた画像から CIE L*a*b*値を抽出した上で、基準試料との差を

ΔE₀₀として算出した。その結果、レジン材料間でΔE₀₀に有意な差が認められ、材料固有の着色機

構や光学特性が色差評価に影響を与えることが示された。特に、顔料着色型材料では顔料による選

択吸収の影響を受けやすく、入射光条件の変動が測色値に反映されやすい傾向が認められた。

次に、診療ユニット周囲の環境要因が色調評価の再現性に与える影響を検討するため、診療ユニッ

ト位置（32番、15 番、9番）、被写体姿勢（座位、水平位高、水平位低）、天候（晴天、曇天）およ

び時刻（9:00、13:00、17:00）を条件として設定し、各条件下で撮影を行った。撮影画像からΔE₀

₀を算出するとともに、同条件下で照度および演色評価数（Ra）を測定し、光環境の違いとの関連を

解析した。その結果、ΔE₀₀はユニット位置、被写体姿勢および時刻によって有意に変動し、色調評

価が光源と被写体の幾何学的関係に強く依存することが明らかとなった。天候単独では有意差は認

められなかったものの、天候とレジン材料との間には有意な交互作用が認められ、顔料着色型材料

では晴天時にΔE₀₀が増大し、構造色型材料では曇天時にΔE₀₀が増大した。また、窓のないユニッ

トではΔE₀₀が小さく、窓際のユニットでは照度および Ra が高値を示したことから、自然光の影響

が測色条件に反映された結果と考えられた。

さらに、漂白治療を受けた患者 50名を対象に、漂白前、漂白直後および術後 1か月に撮影した口腔

内写真を用いて色調変化を解析した。生活習慣因子として喫煙習慣および着色性飲料の摂取状況を

アンケート調査により評価し、ΔE₀₀との関連を検討した。その結果、漂白直後のΔE₀₀には生活習

慣因子による有意差は認められず、過酸化水素漂白の即時的効果が日常的な着色因子の影響を上回

ることが示された。一方、術後 1か月におけるΔE₀₀は喫煙者で有意に増加しており、喫煙が漂白後

の再着色を促進する主要な因子であることが明らかとなった。

以上より、本研究は、レジン材料固有の光学特性および診療ユニット周囲の光環境が色調評価の再

現性に大きく影響することを示すとともに、漂白治療後の長期的な色調維持には生活習慣、特に喫

煙習慣への指導が重要であることを明らかにした。本研究で得られた知見は、審美歯科領域におけ

る色調評価の標準化および漂白治療後の予後管理に対して、臨床的に有用な指針を提供するものと

考えられる。


